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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
れ
は
少
し
前
に
話
題
に
な
っ
た
（
と
思
う
）『
魔
法
神
社
』
の
記
事
を
読
ん
だ
時
に
、
マ
イ
ナ
ー
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
日
記
用
に
書
い
た
も
の
に
加
筆
し
た
も
の
で
す
。

　
ネ
タ
が
微
妙
に
、
二
次
創
作
に
引
っ
か
か
っ
て
る
か
と
思
い
ま
す
…

　　
ま
た
ま
た
酷
い
内
容
で
す
が
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
。
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昔
話

　　『
魔
法
神
社
』

　
そ
れ
は
、
実
在
す
る
神
社
で
あ
る
。

　　
何
故
、
こ
の
神
社
が
こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　
こ
の
地
に
伝
わ
る
昔
話
を
語
ろ
う
。

　　
先
ず
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
世
欧
州
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
に
お
い
て
行
わ
れ
た
『
魔
女
狩

り
』
で
あ
る
。

　
先
祖
代
々
、
陰
で
魔
族
と
戦
っ
て
き
た
一
族
に
も
、
例
外
無
く
矛
先
が
向
け
ら
れ
た
。

　
理
由
は
解
ら
な
い
が
、
一
族
を
快
く
思
わ
な
い
も
の
が
い
た
の
は
確
か
。

　
魔
族
と
手
を
組
ん
で
い
る
一
部
の
人
間
の
仕
業
と
も
言
わ
れ
た
が
定
か
で
は
な
い
。

　　
一
族
は
、
祖
国
を
追
わ
れ
西
へ
西
へ
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
ひ
た
す
ら
逃
げ
た
。

　
そ
し
て
、
東
の
果
て
の
島
国
『
日
出
ず
る
国
』
へ
と
流
れ
着
く
。
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し
か
し
、
島
国
で
は
異
国
の
人
間
は
目
立
ち
、
更
に
は
嫌
わ
れ
た
。

　
そ
う
、
こ
の
国
で
も
一
族
に
居
場
所
は
無
か
っ
た
。

　　
各
地
を
転
々
と
し
て
い
た
一
族
が
辿
り
着
い
た
地
。

　
そ
こ
は
、
死
ん
だ
村
。
正
確
に
は
、
生
気
が
無
く
死
人
同
然
の
人
が
暮
ら
す
村
。

　
村
の
あ
る
家
の
前
を
通
り
か
っ
た
時
。
中
か
ら
す
す
り
泣
く
声
が
聞
こ
え
た
。

　
泣
い
て
い
た
の
は
父
母
と
娘
の
三
人
。

　
何
事
か
と
、
話
を
聞
く
一
族
の
者
。

　
宥
（
な
だ
）
め
、
よ
う
や
く
聞
け
た
話
は
驚
く
も
の
だ
っ
た
。

　
年
に
一
度
、
山
に
住
む
鬼
に
若
い
娘
を
生
贄
と
し
て
差
し
出
す
決
ま
り
。

　
そ
の
日
が
明
日
。

　
そ
し
て
、
こ
の
娘
が
生
贄
だ
と
。

　
そ
う
、
そ
こ
は
鬼
達
が
巣
食
い
支
配
す
る
村
。

　
残
虐
非
道
の
鬼
達
の
振
る
舞
い
。

　　
鬼
の
所
業
を
聞
き
、

「
許
せ
ぬ
!
」
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立
ち
上
が
っ
た
の
は
一
族
の
姫
。

「
我
ら
一
族
は
、
人
を
護
る
の
が
代
々
の
務
め
。
例
え
、
国
が
違
え
ど
見
過
ご
せ
ぬ
。」

　
そ
の
言
葉
に
、
親
子
三
人
は
涙
し
喜
ん
だ
。
　

　
姫
の
、

「
愛
の
【
魔
法
】
で
、
皆
を
守
り
ま
す
。」

　
親
子
の
心
に
希
望
の
光
を
灯
す
。

　　
迎
え
た
次
の
日
は
、
約
束
の
日
。

　
そ
の
夜
。

　
村
の
入
口
に
、
置
か
れ
た
大
き
な
葛
籠
（
つ
づ
ら
）
に
姫
は
娘
の
代
わ
り
に
入
る
。

　
そ
の
様
子
を
、
影
か
ら
見
守
る
村
人
達
。

　　
満
月
に
照
ら
さ
れ
た
道
を
、
鬼
達
が
山
か
ら
降
り
て
来
た
。

　　
今
日
の
生
贄
と
葛
籠
に
手
を
伸
ば
し
た
鬼
達
は
驚
く
。

　
勢
い
良
く
開
い
た
葛
籠
に
。

「
一
族
の
名
に
か
け
て
、
そ
の
所
業
許
せ
ぬ
!
」
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見
栄
を
切
っ
た
の
は
、
異
国
の
娘
。

　
鬼
達
の
驚
き
は
嘲
笑
に
変
わ
る
。

「
人
間
が
、
俺
達
鬼
族
に
説
教
か
?
」

　
そ
し
て
、
大
爆
笑
へ
と
。

「
な
ら
ば
、
見
る
が
良
い
!
　
一
族
に
伝
わ
る
【
魔
法
】
の
力
を
!
」

　
取
り
出
し
た
の
は
、
一
族
の
姫
の
み
が
使
う
こ
と
の
で
き
る
家
宝
の
品
。

　
そ
れ
は
、
手
に
収
ま
る
程
の
大
き
さ
の
小
箱
。
美
し
い
宝
石
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
小
箱
を
右
手
で
天
に
掲
げ
叫
ぶ
。

「
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
!
」

　
当
時
の
村
人
に
は
、
聞
き
取
れ
な
い
発
音
だ
っ
た
よ
う
で
、
記
録
も
口
伝
も
残
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、

叫
ん
だ
と
し
か
。

　
眩
い
光
が
姫
を
包
み
、
気
高
く
誇
り
高
き
戦
う
姿
に
変
え
た
。

　
光
り
輝
く
異
国
の
着
物
を
纏
う
姿
は
、
村
人
に
美
し
い
『
天
女
（
て
ん
に
ょ
）』
に
見
え
た
と
言
う
。

　「
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
!
」

　
全
身
で
見
栄
を
切
り
、

「
正
義
の
盾
、
こ
こ
に
降
臨
。」
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聞
き
取
れ
た
の
は
、
最
後
の
一
文
の
み
。

　　
戦
う
姿
の
姫
。

　
そ
の
拳
は
大
地
を
割
る
。

　
そ
の
蹴
り
は
空
を
裂
く
。

　
そ
れ
は
、
一
族
の
姫
に
の
み
伝
え
ら
れ
た
戦
う
魔
法
。

　　
姫
は
、
鬼
共
と
戦
う
。

　
ま
さ
に
『
ち
ぎ
っ
て
は
投
げ
、
ち
ぎ
っ
て
は
投
げ
』
で
あ
っ
た
。

　
忽
（
た
ち
ま
）
ち
の
う
ち
に
鬼
共
は
蹴
散
ら
さ
れ
た
。

　
そ
の
姿
を
見
た
村
人
は
、

「
あ
れ
は
天
女
様
で
は
な
く
、
戦
神
（
い
く
さ
が
み
）
の
化
身
だ
。」

　
と
、
祈
り
を
捧
げ
た
。

　　
救
っ
て
く
れ
た
一
族
を
村
へ
迎
え
奉
（
た
て
ま
つ
）
っ
た
。

　
当
然
な
が
ら
当
時
の
村
人
に
は
、
姫
の
『
プ
リ
ン
セ
ス
』
も
、
一
族
の
名
前
の
『
キ
ュ
リ
ア
ン
』
も

発
音
し
難
く
…
。
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　『
プ
リ
ン
セ
ス
』
を
『
ぷ
り
』

　『
キ
ュ
リ
ア
ン
』
を
『
き
ゅ
あ
』

　
と
発
音
す
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
と
い
う
。

　
そ
し
て
、
敬
愛
の
念
を
込
め
、

『
ぷ
り
　
＝
　
き
ゅ
あ
』

　
の
愛
称
で
呼
ん
だ
と
言
う
。

　　
こ
の
後
に
一
族
は
、
こ
の
村
に
住
む
こ
と
と
な
る
。

　
そ
し
て
、
周
囲
の
村
か
ら
は
、

「『
東
』
の
村
は
栄
え
『
映
』
え
て
い
る
様
だ
」

　
と
言
わ
れ
た
。

　　
姫
は
こ
の
地
で
幸
せ
に
暮
ら
し
、
生
涯
を
終
え
た
。

　　
後
に
亡
く
な
っ
た
姫
の
た
め
、
村
人
た
ち
は
社
（
や
し
ろ
）
を
建
て
た
。

　
こ
の
時
、
姫
が
飼
っ
て
い
た
動
物
の
『
タ
ヌ
キ
』
を
祀
る
こ
と
と
し
た
。

　
こ
の
『
タ
ヌ
キ
』
と
話
し
て
い
る
姫
の
姿
が
度
々
目
撃
さ
れ
て
い
た
。

6  昔話



　
更
に
『
タ
ヌ
キ
』
は
立
ち
上
が
っ
て
二
本
足
で
歩
い
た
り
、
宙
に
浮
い
た
り
し
て
い
た
と
言
う
。

　
後
の
調
査
結
果
に
『
タ
ヌ
キ
』
で
は
な
く
、『
タ
ヌ
キ
』
に
酷
似
し
た
未
知
の
動
物
で
あ
っ
た
と
の
未

確
認
の
報
告
も
あ
る
。

　
姫
が
言
っ
て
い
た
、

「
私
が
使
う
の
は
﹇
神
通
力
﹈
で
は
な
く
、
人
を
守
る
【
魔
法
】
で
す
。」

　
か
ら
、
神
社
の
名
前
を
付
け
た
と
言
う
。

　　
こ
れ
が
、

『
魔
法
神
社
』

　
の
謂
（
い
わ
）
れ
で
あ
る
。

　　
え
っ
?

　
似
た
名
前
の
ア
ニ
メ
が
放
送
さ
れ
て
い
る
っ
て
?

　
そ
れ
は
、
全
く
無
関
係
で
す
よ
。

　
何
せ
…

　
こ
の
お
話
は
、

　
た
だ
の
、
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『
昔
話
』

　
で
す
か
ら
ね
。
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